
分解度試験報告書
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C1

ベン：タク口口フェニルラウレート

（試料煮K－641）

c18H2302C旦5　分子量45a6

　o
　Il
O－C一（CH2）10－CH3

　　　C1

C工

Cl

赤外分光光度計　（図一10参照）

その他の成分

　試料提供先試料による

溶解性　　対水　50ppm以下
　　　　　　　対n一＾キサン、クロロホルム

茶褐色粘稠液体

250て⊃｛分解〕

0℃

1．28～　1．32

C12の脂肪酸とのエステル　44～51拓

C14の’塩b酸とのエステル　17～19％

C6～Clo，C16～C18の脂肪酸とのエステル

1000ppm以上

2、試験期間

5

昭和58年5月て日～昭和58年5月31日

試験方法及び条件

嶺1総1｝讐難一…一

　　（1）　微生物源：標準活性汚泥　50ppm

　　〔2）供試物質濃度：100ppm

　　（3）試験液量：300認

　　（4）試験期間：28日間

　（b）試験装置

　　　閉鎖系酸素消費量測定装置　標準型

（φ　試料の採取

　　　供試物質を天秤で50．0叩精評し各培養ピンに添加した。

（d）　B　O　D測定装置へのセット状況

ゑ1　試験条件

　（a）生分解試験条件

状 況

仕 込 時 供試物質は溶解し乏かった。

終 了 時
供試物質は溶解せず、分散していた。
�Dの増殖は確認できなかった。

52　直接定量分析



（a）使用分析機器及び条件

高速液体ク・マトグラフ（李塑嘲臨たベン夘ロ〕

　　型　　　式　　　C　BC組立

　　ヵ　ラ　ム　　　8艇φx巳5m，ステンレス

　　固定相　 GPCA801
　　溶離液　ク・・ホルム
　　波　　　長　　　286nm（本体，図一9参照）

　　　　　　　　　305nmしべンタク口口フェノール，図一9参照）

　　検　出　器　　　uv

　ガスク・マトグラフ（ラウリン酸の分析）

　　型　　　式　　　日　立　　165

　　検　出　器　　　FID

　　カ　ラ　ム　　　5㎜戸xlm，ガラス

　　固　定　相

　　　　液相　 5％OV－17
　　　　担体　 クロモノルブW

　　カラム温度　　　　130℃

　　キャリアガス　　　N2

（b）　分析試料の前処理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・操作
　　　　　　　　　　試　験　液　　　　←添加

　　　　　　　　　　　　←濃塩酸1滴
　　　　　　　　　　　　←クロロホルム　100
　　　　　　　　　　　　　・振とう

　　　　水　　層　　　　　ク・・ホルム層

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ろ過
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・定容100磁

　　　　　　　　　　　　　F
　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　・3謡分取　．

　　　　　　　　　　塵　　　　　　　　　　　　　　　　蒔　　　　　　ジアソヲ鯛ル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・静置
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・定容5雇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書辞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　GC試料

　　　　・　本体、ベンタクロ・フェノールの分析

　　　　・齢　ラウリン酸の分析

4、試験結果

分解度傷） 付　　図 付　　表

酸素消費量による結果 35 図一1

LC　に　よ　る結果 59 図一2 表一1

7日目のアニリンの分解度74％（図一1参照）



5　考　察

直接定量結果を表一Aに示す。

表一A　直接定量結果

K－641
kエステル〕

ベンタクロロ

tェノール
ラウリン酸

残留量
i嘩1

残留率1〕

@（勇）

生成量
P叩）

生成率2）

@（垢）
残留量
@1掴の

囚　水＋試料 2Z8 95 a1 1 0

団汚泥＋試料 11．5 58 99 52 0

図汚泥＋試料 12．0 58 95 50
〔
〕

固汚泥＋試料 10．8 38 10．4 55 0

注　句残留率＝

2）生成率＝

　残留量　　×100
添加量（50叩）

　　生成量　　　　×100
理論生成量（18．9叩）

・・フェノールが検出された。

　一方、遊離脂肪酸部分については最多成分であるラウ

リン酸を中心としてGCにて検索したが、残留は認めら

れなかった。

　観測されたB　ODが脂肪酸部分の分解に由来すると考

えると、全脂肪酸部分の48％が分解したことになり、

遊離ペンタクロロフェノールの生成率（平均52勇）と対

応している。

　以上より、K－641の微生物存在下での挙動は次の

ように考えられる。エステル結合が加水分解されペンタ

ク・ロフェノールと脂肪酸とを生ずるが、脂肪酸は易分

解性のため速やかに消失し、最終的にはペンタク・・フ

　　　　ロェノール　が残留することになる。

　本条件下では脂肪酸部分は完全分解に至ら攻かったが・

その原因としては生成したペンタクロロフェノールによ

　　　あひる阻害　が：考えられる。

ただし理論生成量とはK－641（混合物のエステル〕

が10脇加水分解された時に生成するペンタクロ・

フェノール量を示す。

尋　ベンタク・・フェノール（3－2850）の安全性点検状況

　昭和57年12月28日　濃縮性がない又は低いと判

　断される物質として公表済み。

”　高原義昌編著　　廃水の生物処理・P26～50
　表一Aに示されるように（汚泥＋試料）系では本体の

残留は約4割であって、本体減少量に対応したベンタク 以　上



参　　考　　資　　料

1．脂肪酸の分析について

　　添付資料よリエスチルを形成する脂肪酸にC6～C18と分布が

　　あり、主成分としてC12が44～51％含まれている。このため・

　脂肪酸の分析はラウリン酸で代表して行っπ。

2．　元素分析について

　　　元素分析の結果、C，H，C旦，0の割合は次のとむりであった。

　　　　　C　　：　　46．00％

　　　　　H　：　4．61垢

　　　　　C£　：　41、82垢

　　　　（0　 ：　　7157勇）

　　　これより実験式はc1麗H1脇02C¢5と計算できた。

　　この実験式を用いてTODを算出した。

5　ペンタクロ・フェノールの理論量

　　　　41．82
ろ0．0叩x
　　　　100

　ペンタク口口フェノールの分子量
X
　　　5×塩素の原子量

＝18．9叩

4．脂肪酸部分の実験式及び理論量

　　　実験式＝c1乾2Hlg．302C旦5＋H20一ペンタクロロフェZτ空室量

　　　　　　＝C1α21120．302

　　　理論量一5巳瞬｛識一1踊
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　C　IO．2　H　20．3　0　2　→一　14．275　02　→

　　　10．2　CO2十　 10．15　H20

　14．2マ5D2／qO．2H20．302＝　456、8／175．O＝

7日目のアニリンの分解度　　了4Z

48z

11．4酌9＝15．7mg

2．6可


